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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
六
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．
〇
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
中
部
方
面
混
成

団
（
団
長

古
河
克
樹
一
佐
）
隷
下
で
あ
る
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

谷

川
拓
美
一
佐
）
に
対
し
、
陸
上
自
衛
隊
初
と
な
る
即
応
予
備
自
衛
官
約
一
七
〇
名
の

災
害
等
招
集
が
発
令
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
連
隊
は
三
月
二
十
四
日
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
編
成
完
結
式
及

び
古
河
混
成
団
長
へ
の
出
発
報
告
を
実
施
し
、
朝
霞
駐
屯
地
経
由
で
、
二
十
七
日
に

は
配
属
先
の
第
十
四
旅
団
指
揮
所
が
あ
る
宮
城
県
の
女
川
総
合
運
動
公
園
に
到
着
し

た
。二

十
八
日
か
ら
災
害
派
遣
活
動
に
入
り
、
各
支
援
中
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
地

域
に
お
い
て
、
常
備
自
衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官
が
一
丸
と
な
り
、
道
路
啓
開
、
物

資
輸
送
、
重
要
書
類
搬
出
、
入
浴
支
援
、
給
水
支
援
、
救
護
支
援
、
給
食
支
援
等
の

多
様
な
任
務
を
六
日
間
に
わ
た
り
完
遂
し
た
。
最
終
日
に
は
、
大
勢
の
住
民
に
見
送

ら
れ
、
帰
隊
を
惜
し
ま
れ
つ
つ
現
地
を
後
に
し
た
。

大
き
な
注
目
と
期
待
を
受
け
た
即
応
予
備
自
衛
官
に
よ
る
災
害
派
遣
活
動
は
、
四

月
三
日
に
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
古
河
混
成
団
長
に
終
了
報
告
を
実
施
し
、
隊
員
達

は
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
い
た
。

東日本大震災

陸上自衛隊初となる即応予備自衛官災害派遣へ

出発報告をうける古河混成団長

大津駐屯地での編成完結式

移動間松本駐屯地で一息 大津駐屯地隊員が見送り 大津駐屯地で編成完結

朝霞駐屯地での燃料給油道中激しい雪に見舞われる

大津駐屯地で記念撮影 大津駐屯地隊員が出迎え 女川町民の手厚い見送り

宮城広瀬体育館での宿営
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即応予備自衛官災害派遣活動の軌跡

大津でのインタビュー受け 宮城県石巻市女川町へ到着 配属に関する準備完了報告

状況説明 在宅被災者を個別訪問 入浴支援

保険医療センターの復旧 女川第２小学校体育館での物資輸送支援 作戦会議

にっこりサンパークでの物資輸送 重機による道路啓開 石巻総合運動公園での物資輸送支援

女川町役場での重要書類搬出 北上地区の民家復旧 入浴輸送支援

女川総合運動公園での救護支援 民家の土砂除去 重要書類搬出



二
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
被
災

地
で
活
動
し
て
い
る
主
人
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
、

自
衛
官
の
仕
事
の
厳
し
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
る

と
と
も
に
、
留
守
を
預
か
る
自
衛
官
の
妻
と
し

て
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
震
災
で
、
子
供
も
私
も
い
ろ
ん
な
事
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で
い
る
事

の
幸
せ
、
命
の
大
切
さ
、
父
親
の
仕
事
の
大
変

さ
な
ど
子
供
に
話
せ
る
い
い
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。

今
で
も
被
災
地
で
、
作
業
を
し
て
お
ら
れ
る

自
衛
官
の
み
な
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
願
っ
て
い

ま
す
。

か け は し

派

遣

隊

員

家

族

投

稿

平
成
七
年
三
月
十
八
日
。
私
と
自
衛
隊
員
で

あ
る
夫
の
結
婚
記
念
日
で
す
。
こ
の
年
の
一
月

十
七
日
早
朝
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
結
婚
式
ま
で
二
ヶ
月
と
せ
ま
っ
た
こ
の

日
の
午
前
九
時
頃
、
私
の
勤
務
先
に
夫
か
ら
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
神
戸
方
面
に
出
動
す
る

の
で
し
ば
ら
く
は
連
絡
が
つ
か
な
い
と
思

う
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
携

帯
電
話
も
な
く
、
不
安
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
十

六
年
目
の
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
ま
し
た
。
十
六
年
前
の
地
震
は
衝
撃
で
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
信
じ
ら

れ
な
い
光
景
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

夫
は
今
回
、
宮
城
県
女
川
町
に
出
動
し
ま
し

地
震
が
起
き
て
か
ら
数
日
後
、
ニ
ュ
ー
ス
で

い
つ
も
夫
か
ら
良
く
聞
く
言
葉
が
流
れ
て
き
ま

し
た
。
「
即
応
予
備
自
衛
官
」
で
す
。
即
応
予

備
自
衛
官
の
派
遣
が
決
定
し
た
事
が
、
繰
り
返

し
報
道
さ
れ
る
中
、
夫
の
派
遣
も
決
ま
り
ま
し

た
。
心
配
と
不
安
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
同
時

に
、
夫
婦
で
い
つ
も
話
し
て
い
る
事
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

夫
は
い
つ
も
「
も
し
も
家
が
被
災
し
た
ら
、

わ
し
は
家
に
は
お
ら
ん
。
そ
の
代
わ
り
他
の
誰

か
が
面
倒
見
て
く
れ
る
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。心

配
で
し
た
が
、
夫
が
被
災
地
の
人
に
と
っ

て
の
「
他
の
誰
か
」
に
な
る
為
な
ん
だ
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
、
精
一
杯
の
言
葉
を
掛
け
て
見

送
り
ま
し
た
。
無
事
帰
っ
て
き
た
今
、
心
か
ら

の
慰
労
の
気
持
ち
と
、
自
分
の
中
に
自
衛
官
の

妻
と
し
て
の
覚
悟
が
出
来
た
事
を
感
じ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
被
災
地
の
復
興
と
、
過
酷
な
勤
務

環
境
の
中
で
派
遣
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
無
事
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
で
、
即
応
予
備
自
衛
官
が
東

北
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
夫
は
私

に
『
行
く
よ
』
と
即
答
し
ま
し
た
。
夫
は
い
つ

も
大
事
な
事
は
相
談
な
く
決
め
て
し
ま
い
、
い

つ
も
決
め
た
後
私
に
報
告
し
ま
す
。

初
め
て
の
災
害
派
遣
、
二
週
間
の
長
期
に
渡

る
任
務
、
余
震
や
津
波
の
心
配
等
私
は
不
安
で

胸
が
一
杯
で
し
た
。
家
を
出
る
時
、
せ
め
て
笑

顔
で
送
り
出
そ
う
と
、
母
と
二
人
で
見
送
り
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
、
被
災
者
の
皆
様
の
力
に

な
り
勇
気
づ
け
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
い

ま
し
た
。

出
発
後
、
無
事
に
現
地
に
着
い
た
と
メ
ー
ル

が
あ
っ
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
活
動
間
、

夫
が
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
被
災
地
に
赴

き
約
二
週
間
の
間
、
不
在
に
な
り
ま
し
た
。
余

震
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
決
し
て
安
全
な

場
所
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
不
安
は
正
直

あ
り
ま
し
た
が
、
部
隊
か
ら
の
定
期
的
な
連
絡

や
活
動
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
り
随
分
と
不
安
や

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
家
族
で
主
人
の
仕
事
、
即
応
予
備
自

衛
官
で
の
訓
練
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
主
人
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（３）第１０号 平成２３年７月１日発行

４７普連 本管中隊
太田１曹 和子夫人

４７普連 ２中隊
即応予備自衛官
松岡３曹 久美子夫人

４７普連 ３中隊
即応予備自衛官
渡邉２尉 小百合夫人

何
度
か
余
震
が
あ
り
心
配
し
ま
し
た
が
、
部
隊

の
方
か
ら
、
現
地
の
状
況
や
無
事
に
任
務
に
あ

た
っ
て
い
る
と
い
う
連
絡
を
受
け
安
心
し
ま
し

た
。
普
段
は
印
刷
の
仕
事
、
年
間
三
十
日
は
自

衛
官
。
二
足
の
草
鞋
を
履
き
、
い
ざ
と
い
う
時
、

自
衛
官
と
し
て
災
害
派
遣
に
い
っ
た
夫
を
誇
り

に
思
い
ま
し
た
。
任
務
を
終
え
、
事
故
・
ケ
ガ

等
な
く
無
事
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
一
番
の
お

み
や
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
想
像

の
つ
か
な
い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
も
、
日
頃
の
訓
練
に
励
み
い
つ
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
何
事
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。夫

は
訓
練
で
は
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
か

判
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
く
続

け
ら
れ
よ
う
に
私
か
ら
エ
ー
ル
で
す
。
「
フ
ァ

イ
ト
！
」
「
が
ん
ば
れ
東
日
本
！
」

４７普連 本管中隊
荒瀬１尉 朋美夫人

４７普連 １中隊
上里３曹 昌恵夫人

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
為
に
少
し
で
も
役
に

立
て
た
か
と
思
う
と
私
も
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
復
興
す
る
ま
で
数
年
、
数
十
年
と
い
う

時
間
が
掛
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
為
、

被
災
地
の
為
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
妻
で
あ
る
私
に
出
来
る
こ
と
は
、

日
々
頑
張
っ
て
い
る
夫
を
支
え
る
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。



か け は し

◆
平
成
二
十
三
年
度

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
開
始

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

谷
川
拓

実
一
佐
）
は
、
四
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
間
、

各
出
頭
駐
屯
地
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
訓

練
開
始
式
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
開
始
式
に
は
、

善
通
寺
駐
屯
地
司
令
並
び
に
、
四
国
・
中
国
地

区
九
個
地
方
協
力
本
部
長
の
御
臨
席
を
賜
っ
た
。

連
隊
長
は
、
訓
示
に
お
い
て
「
今
年
度
の
練

成
訓
練
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、
改
め
て
、
繰

り
返
し
、
何
度
で
も
、
連
隊
長
統
率
事
項
で
あ

る
「
精
強
第
四
十
七
連
隊
の
練
成
」
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。
常
備
自
衛
官
の
諸
官
に
あ
っ
て
は

「
我
々
は
招
集
訓
練
を
担
任
す
る
教
育
部
隊
で

自
衛
官
と
共
に
戦
う
練
成
部
隊
で
あ
る
。
」
と

い
う
こ
と
を
、
ま
た
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
諸

官
に
あ
っ
て
は
「
一
朝
有
事
の
際
に
は
、
作
戦

部
隊
で
あ
る
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
の
各
中
隊

の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
で
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
肝
に
銘
じ
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
健

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

連隊長訓示（第１中隊 善通寺）

防御命令下達（共通教育中隊）
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第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

鈴
木
精
治
一

佐
）
で
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
四
日
、
第
一

一
九
（
一
次
）
陸
曹
候
補
生
課
程
（
四
十
八

名
）
を
皮
切
り
に
第
一
一
八
期
初
級
陸
曹
特
技

課
程
（
一
一
八
名
）
、
第
四
十
五
期
陸
曹
基
礎

英
語
課
程
（
八
名
）
等
、
平
成
二
十
三
年
度
各

種
課
程
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。

隊
は
、
五
月
九
日
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で
の

間
、
第
一
次
野
営
訓
練
（
前
段
）
を
長
池
演
習

場
及
び
あ
い
ば
野
演
習
場
で
実
施
し
た
。

共
通
教
育
中
隊
は
、
当
初
長
池
演
習
場
で
の

◆
平
成
二
十
三
年
度

各

種

課

程

教

育

康
管
理
も
含
め
た
常
日
頃
の
取
り
組
み
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
各
々
が
高
い
理
想
と
誇
り
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
練
成
訓
練
に
臨
む
よ
う
要

望
し
ま
す
。
「
精
強
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
の

練
成
」
、
我
が
連
隊
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
誇

り
を
持
ち
、
精
強
な
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
を

練
成
す
る
と
い
う
意
識
を
求
め
て
い
る
こ
と
を

重
ね
て
徹
底
し
ま
す
。
」
と
強
調
さ
れ
た
。

分
隊
長
と
し
て
の
指
揮
手
順
を
演
練
し
、
じ
後

あ
い
ば
野
演
習
場
で
潜
入
体
験
を
実
施
、
実
弾

下
で
の
実
戦
的
戦
闘
行
動
を
実
施
し
た
。

普
通
科
中
隊
は
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い

て
〇
一
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
、
一
一
〇
㎜
対
戦

車
弾
及
び
各
個
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実
施
、
各
種

射
撃
に
お
け
る
射
撃
練
度
向
上
及
び
射
場
勤
務

要
領
を
修
得
し
た
。

五
月
二
十
二
日
、
普
通
科
教
育
中
隊
第
一
一

八
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
の
学
生
は
、
第
一
〇

九
教
育
大
隊
の
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
学
生
に

対
し
、
各
種
武
器
の
取
扱
い
等
の
指
導
法
を
実

施
、
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

五
月
二
十
五
日
、
第
四
十
五
期
陸
曹
基
礎
英

語
課
程
は
、
部
外
講
師
を
招
き
、
英
会
話
実
習

「
日
本
の
文
化
」
を
実
施
し
た
。

新入隊員への指導法（普通科教育中隊）

４７連隊歌斉唱

（第２中隊 松山）

武器授与式

（第３中隊 米子）

識別帽授与

（本部管理中隊 日本原）
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第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊
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第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

品
川
善
邦

二
佐
）
は
、
三
月
三
十
一
日
～
六
月
二
十
九
日

の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
四
期
一

般
陸
曹
候
補
生
課
程
（
前
期
）
を
担
任
実
施
し

た
。三

九
二
名
の
新
入
隊
員
た
ち
は
教
育
間
、
大

隊
長
の
要
望
事
項
「
仕
事
は
、
楽
し
く
、
厳
し

く
、
生
き
生
き
と
」
「
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て

一
歩
前
へ
」
を
忠
実
に
実
施
し
、
各
種
教
育
訓

練
に
汗
を
流
し
た
。

新
入
隊
員
は
、
六
月
三
十
日
に
善
通
寺
駐
屯

地
を
離
れ
て
部
隊
配
置
と
な
り
、
後
期
教
育
で

の
健
闘
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
第
四
期

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

台風２号中での歩哨訓練練度判定 金刀比羅での２５km行進訓練

１４旅団災害派遣応援メッセージ

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

西
野
強

二
佐
）
は
、
四
月
初
め
か
ら
六
月
末
ま
で
の
間
、

大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
四
期
一
般
陸
曹
候

補
生
課
程
（
前
期
）
及
び
自
衛
官
候
補
生
課
程

を
担
任
実
施
し
た
。

大
隊
は
、
当
初
中
方
管
内
で
採
用
さ
れ
た
一

般
陸
曹
候
補
生
三
二
二
名
と
自
衛
官
候
補
生
一

二
八
名
を
担
任
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
般
の
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
多
賀
城
駐
屯
地
第
一
一

九
教
育
大
隊
で
教
育
予
定
だ
っ
た
一
般
陸
曹
候

補
生
の
内
、
青
森
・
宮
城
・
福
島
出
身
者
一
七

四
名
を
急
遽
担
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
既
に
予

定
し
て
い
た
三
十
三
名
の
教
官
・
助
教
の
他
に

新
た
に
中
方
管
内
各
部
隊
か
ら
十
七
名
、
多
賀

城
駐
屯
地
か
ら
の
四
名
の
助
教
の
支
援
を
得
る

と
と
も
に
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
に
は
上
級
陸
曹

教
育
中
隊
の
基
幹
隊
員
と
施
設
そ
の
他
装
備
品

等
の
支
援
を
得
て
臨
時
教
育
隊
と
し
て
第
八
共

通
教
育
中
隊
を
編
成
し
、
教
育
を
担
任
し
た
。

新
入
隊
員
は
、
中
隊
長
の
精
神
教
育
や
防
衛

◆
多
賀
城
の
新
入
隊
員
を
教
育
担
任

湖岸沿いでの２５km行進訓練

戦闘訓練練度判定 ガス体験訓練

法
制
・
服
務
等
の
知
識
教
育
及
び
基
本
教
練
、

歩
哨
、
武
器
、
射
撃
、
戦
闘
、
格
闘
等
の
実
技

訓
練
並
び
に
日
々
の
体
育
を
通
じ
、
陸
上
自
衛

隊
と
し
て
の
資
質
、
技
能
、
体
力
等
の
基
礎
固

め
に
邁
進
、
自
衛
官
ら
し
い
挙
措
・
態
度
も
板

に
付
き
、
六
月
三
十
日
に
教
育
を
修
了
し
、
各

職
種
部
隊
の
後
期
教
育
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
っ

た
。
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新

部

隊

長

紹

介

第
四
陸
曹
教
育
隊
長

鈴

木

精

治

一

佐

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

栄
え
あ
る

団
長
・
司
令
感
謝
状
贈
呈

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

常
任
理
事

河原田 知博 様

第

三

師

団

長

感

謝

状

受

賞

五
月
十
五
日
、
千
僧
駐
屯
地
で
開
催

さ
れ
た
第
三
師
団
創
立
五
十
周
年
記
念

行
事
に
お
い
て
、
個
人
と
し
て
中
部
方

面
混
成
団
友
の
会

監
事

青
山
真
由
美

様
が
、
団
体
と
し
て
は
、
中
部
方
面
混

成
団
友
の
会
（
会
長

田
中
清
司
様
）

が
、
永
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
へ
の
功
績

に
よ
り
、
師
団
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
た
。

青
山
様
は
、
団
友
の
会
監
事
で
あ
り
、

平
成
十
五
年
四
月
に
第
二
教
育
団
友
の

会
に
入
会
、
二
十
三
年
五
月
ま
で
の
八

年
間
に
わ
た
り
、
団
友
の
会
活
動
に
積

極
的
に
尽
力
さ
れ
た
。

団
友
の
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月

に
第
二
教
育
団
友
の
会
と
し
て
設
立
、

平
成
二
十
年
三
月
に
は
中
部
方
面
混
成

団
友
の
会
に
改
称
、
二
十
八
年
間
に
わ

た
り
、
防
衛
思
想
の
普
及
と
防
衛
基
盤

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

髙
木
一
佐
離
任

髙
木
一
成
一
佐
は
、

第
四
陸
曹
教
育
隊
長
と

し
て
の
二
年
間
の
勤
務

を
終
え
、
平
成
二
十
三

年
四
月
十
九
日
付
で
中

部
方
面
総
監
部
へ
栄
転

さ
れ
た
。

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
二
年
五
月
六
日

●
出
身
地

静
岡
県

●
主
要
勤
務
歴

第
七
十
二
戦
車
連
隊
第
三
科
長

石
川
地
方
連
絡
部
募
集
課
長

第
七
偵
察
隊
隊
長

富
士
学
校
機
甲
科
部
教
務
班
長

東
部
方
面
総
監
部
先
任
副
監
察
官

東
部
方
面
総
監
部
募
集
課
長

●
趣

味

史
跡
探
訪
、
ド
ラ
イ
ブ

●
部
隊
長
要
望
事
項

「
情
熱
」

「
愛
情
」

「
挑
戦
」

平
成
二
十
三
年
四
月
十
九

日
付
で
、
第
四
陸
曹
教
育

隊
長
に
鈴
木
一
佐
が
着
任

し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

監
事

青
山

真
由
美

様

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
（
団
長

兼
駐
屯
地
司
令

古
河
克
樹
一
佐
）
は
、
中
部

方
面
混
成
団
創
立
四
周
年
・
大
津
駐
屯
地
創
設

五
十
二
周
年
記
念
行
事
を
整
斉
と
挙
行
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
に
伴
い
、
記

念
行
事
を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
当
日

は
、
生
憎
の
雨
天
だ
っ
た
が
、
記
念
式
典
で
団

隷
下
部
隊
の
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
、
第
四
陸

曹
教
育
隊
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
、
第
一
一
〇

教
育
大
隊
、
駐
屯
地
業
務
隊
及
び
諸
隊
の
隊
員

が
参
列
し
た
。

そ
の
後
は
、
小
規
模
の
記
念
会
食
と
な
っ
た

が
、
来
隊
し
た
方
々
に
、
中
部
方
面
混
成
団
及

び
大
津
駐
屯
地
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

中
部
方
面
混
成
団
長
兼
大
津
駐
屯
地
司
令
は
、

平
素
か
ら
我
が
国
の
防
衛
と
自
衛
隊
の
任
務
に

深
い
ご
理
解
を
寄
せ
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り
ご

功
績
の
あ
っ
た
七
名
の
方
々
に
対
し
、
創
立
記

念
行
事
に
合
わ
せ
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
記
念
会
食
に
お
い
て

各
々
紹
介
さ
れ
た
。

団
長
感
謝
状
受
賞
者

司
令
感
謝
状
受
賞
者

団
長
感
謝
状
受
賞(

団
体)

第
四
陸
曹
教
育
隊
友
の
会

会
員

西村 峯裕 様

第
一
〇
九
教
育
大
隊
友
の
会

事
務
局
長

橋本 正明 様

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

監
査
幹
事

田邊 明 様

広
島
綜
合
警
備
保
障

様

大
津
自
衛
隊
協
力
会

理
事

滋
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部

副
部
長

吉田 義法 様小川 美代子 様

記念式典に団隷下部隊が参列

中
部
方
面
混
成
団
創
立
四
周
年
・

大
津
駐
屯
地
創
設
五
十
二
周
年
記
念
行
事


